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主旨 
学生のプレゼンテーションを学生が評価する書式を製作した。 
学生が書式にしたがって記入すれば、プレゼンテーション能などを得るように工夫した。 
 

背景 
学部学生の学習効果を上げるため、正規のカリキュラム中に、学生に発表させる機会を設けるこ

とがあります。教育上の狙いとしては、 
１） 学習の理解を深める、 
２） 学生の学習モチベーションを上げる、 
３） 学生にプレゼンテーションの練習をさせる、などがあります。 

このように発表会への期待は大きいのですが、限られた時間内に、勉強内容のみならず、プレゼン

テーションの仕方について指導することは、意外に困難です。また、永年続けていると、発表会自

身が緊張感を欠いたものになります。これらの問題を解決するため、学生による評価というものを

取り入れ、学生が自ら評価する過程において、プレゼンテーションの仕方などについて、自然に学

べる書式が有れば、便利です。 
 

製作したもの 
 以下、２つの書式を製作した。 

１） 聴衆の学生が、同級生のプレゼンテーションを評価する書式 
２） 発表した学生が、自分のプレゼンテーションを評価する書式 

 ２つとも、プレゼンテーションの後に記入してもらう。この書式は、学生に事前配布しておく。 
 
製作に当たっての工夫点 
より良い発表会の運営やプレゼンテーションのためには、学生自身が問題点に気が付き、自分達

の力で改善の努力をする事が大切です。この気が付きのためには、コーチングの考えやポートフォ

リオの考えを取り入れることが重要です。本提案の評価表は、評価するという作業を通じて、それ

に必要なコーチングやポートフォリオの考え方を抜粋して学べるように工夫されています。 
 

本評価表の利点 
学生は、このような評価をする作業を通じて、コーチングやポートフォリオの基礎知識を学びま

す。将来、これを元に本格的にコーチングやポートフォリオの本を読めば、かなり興味をもってこ

のような分野の学習ができるものと思われます。 
彼らは、次世代の教育を担います。その彼らにコーチングやポートフォリオの芽が出来る事は、

意義あることです。 
 

最後に 
本提案の書式は、岐阜大学のチュトーリアルコース（寄生虫学担当分）で用いられるように作っ

たものですが、臨床実習での症例発表、シミュレーション医学教育での振り返りなど、先生方の現

場のニーズに合わせて調整し、使っていただけましたら幸いです。 
 



発表会  Peer Review Form 

（他人を評価するとは、逆に、自分が評価される事） 
 
評価対象    班    評価者                 
   （自分の意見に自信と責任を持って、同僚を評価してください。  

悪い評価をもらっても、個人的な恨みに転化しないのが紳士淑女の態度。） 
時間厳守であったか？                                                        Yes   No 
   （規定の時間を守らない・・・これは、結果的に他人の時間を奪う時間泥棒） 
 
話言葉 

意味が分かりやすい表現であったか？  （文脈不明瞭の日本語は、ダメ）         Yes   No 
発音は明瞭であったか？ （他人にもはっきり聞き取れる発音が大事）            Yes   No 
声は、適切な大きさか？       （小さな声は、ダメ）                          Yes   No 

 
発表態度 

原稿の棒読みではなかったか？                                               Yes   No 
聴衆の反応を見ていた？       （一方通行は、ダメ）                          Yes   No 
聴衆に語りかけるように話していた？    （そのほうが、魅力的）               Yes   No 

 
発表メディア（スライド、ＯＨＰなどを使った場合） 
  上映画像は、デザイン的に見やすかったか？                                   Yes   No 
  上映画像は、過剰情報でなかったか？                                         Yes   No 
    （ひとつのスライドに情報を詰め込みすぎると、逆に、メッセージが伝わらない） 
  上映画像を見て理解する時間は、十分だったか？                               Yes   No 
    （スライドをあらかじめ知っている演者は、素早く内容を理解できる。 
     しかし初めて見る聴衆は、スライドの意味するところを理解するまでに時間がかかる。） 
 
メッセージの伝達 
  聴衆の興味・思考を準備状態にしてから、話を始めたか？                         Yes   No 
    （突然話を始めても、聴衆の思考がその話題に無い場合、メッセージが伝わらない。  

何の話題か、前置きをしてから本題に入る。） 
論理は、明快であったか？                                                    Yes   No 
重要なメッセージを強調する工夫は、あったか？                                Yes   No 
  （何が重要か、演者が理解していなければならない。 

その重要性が聴衆に伝わるように、発表の仕方を工夫せねばならない） 
  メッセージの内容は、量的に、             多すぎた    適切   少なすぎた  
 
                   上手いプレゼンテーションは、人を感動させ、人を動かす 
全体を通しての印象 

  満点を100、合格点を60として、今回の発表は?                     点 

 

  
評価点をつけるとき、３選択、５選択にすると、評価者は中間点を安易につけてしまう傾向がある。 
したがって、多項目にわたる評価の時には２選択、４選択にし、その総計を出して、総合判定する。 



発表会  Reflection Form 

（reflection とは、自分を見つめなおす事。正直な記載は自己成長の原点） 
 
あなたの名前              

見事なプレゼンテーション 
                              聴衆 うっとり 
                              演者 気分爽快 
 

該当するところに チェックを 

 

やってみて、聴衆の反応は 

ロ 発表の後、的確な質問が沢山あって、嬉しかった。  

ロ 発表の後、質問も反応もなく、さびしかった。 

ロ 聴衆が熱心に聴いてくれた。これは、自分のプレゼンテーションが良かったから。 

ロ 聴衆が熱心に聴いてくれた。これは、聴衆が礼儀正しいから。 

ロ 後ろの方の聴衆は、雑談でざわついていて不愉快だった。講演中の私語が、とても失礼・迷惑 

になると、立場が代わって初めて気が付いた。 

 

やってみて、メッセージの伝達は 

ロ 重要メッセージを強調する私の作戦は、成功だった。 

ロ 自分の考えを柱に、関連の知識を統合して話を進めたので、聴衆にメッセージが伝わった。 

ロ 名前の一覧は表にまとめ、無味乾燥な説明を避けた。この作戦は、成功だった。 

ロ 多くの知識をもらさず紹介しょうとして、結局、短なる意識の羅列。聴衆は退屈してしまった。 

ロ 論理は良かったが、メッセージの量が多すぎて、結局、聴衆にメッセージが伝わらなかった。  

ロ メッセージの内容に間違いがあったのに、自分で気が付いた。 

 

まとめ・発表の作業を通して    

ロ 当番だから、仕方が無い。いやいやながら仕事をした。やはり意義を見出せなかった。  

ロ 纏めているうちに、学習内容の面白さに気が付いた。 

ロ 他人にどう伝えるべきか考えているうちに、自分の頭の中が整理された。 

ロ 人に感動を与える発表がある。このコツが分かった気がする。 

 

全体を通しての印象 

  満点を100、合格点を60として、今回の発表は?                     点 

 

 

 
 

素朴な質問 
 
プレゼンテーションが 

上手い人は、一生の間に、どれだけ得をするのだろうか？ 
下手な人は、一生の間に、どれだけ損をするのだろうか？ 

 
 


